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I.目 的 近 年 ,人 口増加 と水不足によつて世界的な食糧不足が問題 となつてお り,

特 に発展途上国に多い乾燥地域での生産性向上が必要 となつてい る.そ れ を解決す

るための手段 として節約的な水利用を前提 とした節水灌概技術の改良が望 まれてい

るが,そ のひ とつに Deicit lrrigationとい う手法がある。 これは個体の収 量の増

大を 目指す ものではな く,総 合的な収量または収益の増大を目指すための濯概法で

ある。よって本研究では,Deficit lrrigationによ り水利用効率 (WUE)を 最適化

し,か つ十分な収量が得 られ るよ うな水分管理法を明 らかにす ることを 目的 とし,

水分 に対 して反応 の大 きいダイ ズを対象 に実験 を行 つた。

E.実 験方法および測定項 目 実 験は岐阜大学内のガ ラス室内においてポ ッ ト栽培

により行つた。まず実験 Iで は,有 効水分量の 100%,80%,60%,40%,20%の 5

段階 に水分量を管理 した試験区を設定 し,水 分 ス トレスがダイズの生長に どのよ う

な影響 を及 ぼすか を調べた。実験 Ⅱでは,ダ イ ズの生育ステー ジを前期 (伸長期 ),

中期 (開花期 ・最頂葉展開期 ・繁茂期 ),後 期 (黄変期 ・落葉期 ・成熟期 )の 3つ に

分割 し,い ずれかの生育ステー ジにおいて実験 Iと 同様の 5段 階の水分ス トレスを

与 え,生 育状況及び蒸発散量を測定 した。以上の結果 よ り,よ り良好 な水利用効率

が得 られ るよ うな水分ス トレスの許容範囲及びその時期 を推定 した。 さらに,無 植

栽 のポ ッ トにも同 じよ うに選水 じ土壌 面蒸発量を,ま た蒸発パ ンによ り水面蒸発量

を測定 した.

I,結 果および考察 実 験 I…茎長は強い水分ストレスを与えれば与えるほど生育

が悪 くなる。墓径 ,薬数 ,乾物重量を積算蒸発散量で除 して求めた水利用効率 (WUE)

は有効水分量 60%の 濯水 を行つた ものまでは変化がな く,ス トレスの影響が生育に

影響 を及ぼ さない と考 え られ る。

僕 撃 正|・
・茎長 については中期に強いス トレスを与えた もの,茎 径 についてはすべて

の期間において強いス トレスを与 えた もの,葉 数 ・葉面積 については前 。中期 に強い

ス トレスを与えた ものの生育が悪 くなった。中期に強いス トレスを与えた ものは収

量が少な くな り,水 利用効率 (WUE)は 前期 にス トレスを与えた もの,中 期 に強い

ス トレスを与えた ものの数値が低 く,後 期 に水分ス トレスを与えた ものは値が高 く

なつた,以 上の結果か ら,前 期の水分 ス トレスは茎 ・業の生育量に影響 を与え,中

期 の水分ス トレスは収量に影響 を与 えると考 え られ る。つ ま り,水 分 ス トレスを受

けた時期に形成が活発であつた部位が直接影響 を受 けやす く,生 育抑制が頭著にな

ると推定 され る。 よつて,総 合的 な収量を増大 させ るためには,前 期 には水分ス ト

レスを与えず ,中 期 には軽度の水分ス トレスを与え,後 期 に大 きな水分ス トレスを

与える とい う濯水方法が ,最 適 な Deficit lrrigallo■である と考 え られ る。
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